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救
急
医
療
の
現
場
が
逼
迫

　
感
染
対
策
を
十
分
に
行
い
日
々

業
務
に
当
た
っ
て
い
る
市
内
の
病

院
・
診
療
所
。
特
に
救
命
救
急
医

療
の
現
場
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
救
急

患
者
に
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

対
応
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
機
関
に
は
、
全
国
的
に
発

熱
患
者
が
殺
到
。
市
内
に
お
い
て

も
、
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
救

急
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
感
染
対
策

に
追
わ
れ
た
り
個
室
の
病
床
が
埋

ま
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
を
断

ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
事
態
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
を

　

現
在
、
医
療
機
関
が
逼ひ

っ
ぱ
く迫
し
、

救
急
患
者
の
市
外
へ
の
搬
送
が
増

加
。
患
者
一
人
当
た
り
に
か
か
る

救急医療の現状

　コロナ禍において “ 院内感染を起こさず、診療機能を維
持すること ” が、今私たちがやらなければならないことだ
と思っています。
　感染症対策には多くの防護具が必要です。また、防護服
の着脱には時間がかかり、スタッフの負担や疲労感は計り
知れません。しかし、スタッフ一人一人が感染しない・感
染させないをめざし、感染防止マニュアルの順守を徹底す
ることで普段通りの医療が継続できると思います。
　また院内だけでなく市内の他の病院と連携することは、
診療機能を維持することにつながります。今後さらに市内
の病院と連携を強化し、一丸となって安全・安心な医療を
提供していきたいと思います。

　私は、この症状の人にはこういう対応を、という振り分
けの役割を担っています。常に携帯電話を２台持っていて、
それがひっきりなしに鳴る状況なんです。
　外来患者さんが心配せず来院できるように工夫をしてい
ます。例えば、熱のある人から受診希望があった場合は、
熱以外の受診の人とは別の時間を案内しています。熱のあ
る人が外来患者さんと同じ空間にいる時間をつくらないよ
うに、スタッフが車まで出向いて来院受け付けをしている
んです。症状は看護師が電話で聞き取り、医師が診察する
直前に院内に入る仕組みにしています。患者が安心して必
要な治療を受けられるように、これからも体制を強化して
いきたいです。

普段通りの医療を維持 必要な治療を安心して受けられる

市立川西病院

看護部部長　南幸栄さん
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　コロナ禍で地域医療を支える専門職の皆さんに
医療現場の状況を聞きました。
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逼迫する医療を支える

　新型コロナウイルスが感染拡大する中で、救急を担う私
たち看護師は、患者さんと家族に寄り添い、より良い看護
を提供できるよう模索しています。
　現在、どの病院、施設も面会ができない状況で、当院も
全ての人の面会をお断りしている状況です。そのような中、
少しでも患者さんと家族の面会ができるよう救急処置の合
間にお話しできる時間を設け、入院患者さんにはオンライ
ン面会を取り入れました。
　人との距離を空けるように言われている今、心の距離は
近づけられるよう患者さんと家族の懸け橋になりたいと
思っています。スタッフみんなで知恵を出し合い、この状
況を乗り越えていきます。

　新型コロナウイルス感染症の拡大や、市内クラスターの
発生に伴い、救急搬送が一気に増えました。市内だけでな
く遠方からの救急依頼も増え、救急医療全体で ” 医療崩壊
しつつある ” とひしひしと感じています。
　救急搬送の中には、軽度のけがや微熱、病院までの移動
手段として利用される人も多くなっています。本来の目的
以外の使用が増えると、急を要する重症患者への対応がで
きません。今は救急隊や救急スタッフとの連携でなんとか
現場を維持しているのが現状です。
　病床の確保や感染対策など課題は多くありますが、当院
の救急チームは一人でも多くの人を救えるよう、今後も目
の前の患者さんに向き合っていきます。

家族と患者の懸け橋に 救急医療の現状を知ってほしい
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時
間
が
長
く
な
り
、
救
急
車
が
不

足
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
微
熱
や
軽
度
の
け
が

で
救
急
車
を
呼
ぶ
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
緊
急
対
応
が
必
要
な

患
者
の
命
を
救
う
た
め
に
、
救
急

車
の
適
正
利
用
に
協
力
し
て
く
だ

さ
い
。

医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
に

　
全
国
各
地
で
、
院
内
感
染
に
よ

る
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
院
内
感
染
を
引
き
起
こ
さ
な

い
た
め
に
、
発
熱
し
て
い
る
患
者

と
そ
う
で
な
い
患
者
で
診
察
場
所

や
時
間
な
ど
を
変
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
患
者
ご
と
に
防
護
服
を

変
え
た
り
、
隔
離
ス
ペ
ー
ス
を
準

備
し
た
り
す
る
な
ど
の
業
務
が
増

加
し
、
医
療
現
場
は
こ
れ
ま
で
に

な
く
逼
迫
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
従
事
者
は
、
一
人
で
も
多

く
の
命
を
救
う
た
め
に
日
々
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
医
療
崩
壊
を
起

こ
さ
な
い
た
め
に
、
私
た
ち
一
人

一
人
が
で
き
る
こ
と
を
し
て
、
う

つ
ら
な
い
、
う
つ
さ
な
い
よ
う
心

掛
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
毎
日
の
手
洗
い
・
う
が
い
や
マ

ス
ク
の
着
用
な
ど
の
予
防
を
、
今

一
度
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

“ 医療崩壊 ” を
防ぐために

新型コロナ感染対策を徹底

家庭内での転倒に注意

転倒や骨折をする人が増加
　最近増加している高齢者の転倒や骨折。家の中でこ
けたり、つまずいたりすることが、大きなけがにつな
がっています。
　実際に市内では、転倒や骨折を含めた外傷による救
急患者が非常に多くなっています。
　転倒の主な原因の一つとして言われているのが、運
動不足による筋力の低下です。新型コロナウイルス感
染症の流行に伴い、外出を控えたことで運動する機会

が減っています。

感染予防と適度な運動を
　運動不足や筋力の低下は新たなけがや病気につなが
ります。暖かい時間帯に自宅周辺でウォーキングした
り、家の中でできる体操や運動をしたりするなど、健
康の維持に努めましょう。
　また、外出する時には、マスクを着用して人混みを
避ける、会食をしない、帰宅後は手洗いをすぐに行う
などの感染予防対策を行うことも重要です。

運動不足がけがにつながります


